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は じ め に

  中国中山間地域は近年遊休農林地が増加し、集落環境の荒廃が大きな問題となって

いる。また、遊休農林地はイノシシなどの住処や活動の場となり、農作物への獣害被

害が急増している。一方、当地域は古くから和牛の繁殖・種畜生産地帯であり、過疎

化・高齢化の進むなかで、和牛飼育の省力化・低コスト生産が求められている。この

ため、畜産の振興と集落の景観及び営農環境の保全、さらには獣害の回避も視野に入

れた遊休農林地の畜産的利用が強く望まれている。

  そこで、遊休農林地に繁殖雌牛を放牧して持続可能な子牛生産を行うとともに、集

落の営農環境を保全し、さらに地域内の飼料資源を活用して牛を肥育し、資源循環型

の総合的な牛肉生産技術の開発研究を、地域先導技術総合研究「中国中山間地域にお

ける遊休農林地活用型肉用牛営農システムの確立」として、平成１０年より１４年ま

での５年間の計画で実施してきた。この研究は、近畿中国四国農業研究センターが中

心となって、府県・市町村機関や地元農家の協力の下に進めてきた。

  これまでの大きな成果としては、研究拠点となっている島根県大田市で、農家の積

極的な協力が得られ、研究成果が直ちに現場に返された結果、遊休農林地を対象とす

る放牧に着手した農家が、最近の５年間で約３０件を数えるなど、放牧利用農家が顕

著に増加している。また、この傾向は中国地方の他地域にも拡大しつつある。放牧は、

飼料の自給率の向上および低投入持続型畜産に寄与するだけでなく、和牛飼育経営の

省力化や低コスト化を図るうえでも重要な技術となる。さらに、今後放牧の持つ利点

を活かして、里地里山の畜産振興と集落環境の改善を積極的に推進する必要がある。

  そこで、これまでの地域総合研究で得られた研究成果を基に、それらの成果を広く

利用していただくために、中山間地域の里地における放牧を推進するうえで参考とな

る放牧利用の手引き（マニュアル）を作成した。このマニュアルは、実施した研究課

題における成果を基礎にしているので、放牧技術を完全に網羅しておらず、限られた

内容となっている。もしこれが部分技術であっても、これから地域において放牧を進

めるうえで、放牧の普及の一助となれば幸いである。広い地域の普及現場などにおい

て活用されることを期待している。

  最後に、地域総合研究の推進にご協力いただいた関係各位ならびにこのマニュアル

の執筆を担当された研究担当者の各位に厚くお礼を申し上げる次第である。

    　平成１５年３月

近畿中国四国農業研究センター　　

畜産草地部長  　大石　孝雄　　
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Ⅰ　里地の畜産的利用のねらいと本手引きの構成
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１　中国中山間地域における里地の畜産的利用の背景とねらい

　わが国の畜産は飼料の海外依存傾向を一層強め、口蹄疫や牛海綿状脳症（ＢＳＥ）の発

生に脅かされるなかで、地域飼料資源の利活用をはかり環境と調和した畜産を構築するこ

とが一層強く求められています。こうした中で中国中山間地域においては、野草や稲わら

を飼料基盤とする肉用牛繁殖経営が多く存在し、国土資源の維持・活用をはかりながら環

境と調和のとれた飼養が行われています。しかしながら、その多くは家畜を周年舎飼する

労働集約的飼養方式であり省力化が課題となっています。

　他方、中山間地域では、米消費の低下・生産調整拡大の中で、保全管理田や耕作放棄地

が増加しています。畑や樹園地においても担い手の高齢化などにより管理放棄された土地

が増えています。農地の利用低下、放任、荒廃の進行はイノシシなど野生獣の棲息域を広

め、耕作地への侵入被害を蔓延化させています。その結果、さらに耕作の後退を余儀なく

し、国土資源の劣化や居住環境の悪化が深刻な問題となっています。

  こうしたなかで、低利用の農地や耕作放棄地など里地の畜産的利用が広がりつつありま

す。里地における放牧などの畜産的利用は、畜産経営の改善にとどまらず、環境と調和し

た飼料自給率の高い畜産の確立、耕作放棄地の解消と野生獣の棲息環境の抑制、美観の形

成、農地資源の省力的管理を推進し、農家の営農意欲の回復、農村居住環境の改善、地域

活力の向上に寄与することが期待されています（図1.1）。

  本手引きは、里地の放牧等の畜産的利用技術を紹介するとともに、肉牛生産、肉用牛繁

殖経営、及び中山間地域の農地資源の保全面から里地の畜産的利用の優位性を解説し、そ

の普及・発展のための地域的取り組みや制度を提示します。

環境調和型畜産の推進（飼料自給率の向上）
農地資源の利用促進・国土資源の保全
中山間地域の活力の向上

図1.1　中国中山間地域における里地の畜産的利用推進のねらい

 畜産経営の改善・発展 営農と農村居住環境の保全

耕作放棄地 
の解消

保全管理農地や 
樹園地等の草刈軽減

野生獣の棲息環境の抑制 
美観の形成、保健休養機能の向上 

耕作環境の保全、営農意欲の回復 
居住環境の改善

家畜飼養の省力化 
　農作業時間の短縮 
　過重作業の減少 
　農作業の季節偏在の緩和

飼養コストの低減 
　購入飼料の節約
　削蹄の解消など

飼養規模または複合部門の拡大 

余暇の創出・収益性の改善、農業所得の増加

畜産経営における里地の畜産的利用 地権者、集落における里地の畜産的利用
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２　里地の畜産的利用の課題と本手引きの構成

　里地の畜産的利用においては、農地機能の保全や環境への配慮が欠かせません。里

地の植生や地形は山地と異なるため、とくに放牧利用にあたっては草地管理や法面の

保全が重要です。たとえば、長期間、耕作放棄されススキやクズで覆われた荒廃地を

放牧利用するとススキやクズ等は急速に衰退します。また、棚田など排水の良くない

平坦圃場では、法面の崩壊や圃場の泥濘化、裸地化を招いている放牧地も見られます。

そこで第Ⅱ章では、里地の放牧利用技術を中心に紹介します。まず、里地におけるス

スキ等の野草の生産量の経年的変化と栄養価、牧養力を維持するための暖地型牧草地

の造成法を解説します。あわせて、血液成分から見た放牧牛の栄養や健康状態、電気

牧柵等の放牧施設、家畜の放牧馴致についても紹介します（Ⅱ章１節）。つぎに、棚

田の放牧利用による法面崩壊の原因と対策、崩壊した法面の修復技術を解説します（Ⅱ

章２節）。

　ところで、一般的な里地放牧における放牧対象牛は繁殖牛であり、放牧期間は春か

ら秋の６か月間ほどです。したがって放牧を導入しても子牛や冬期の繁殖牛飼養に必

要な粗飼料は確保しなければなりません。そこで、Ⅱ章３節では省力的栽培利用が可

能な「イタリアンライグラス＋イヌビエ」の採草技術を紹介します。

　Ⅲ章では、放牧育成子牛の産肉成績を紹介します。本手引きで対象とする家畜はお

もに肉用繁殖牛であり、その子牛は従来どおり舎飼育成されています。しかし、地域

飼料資源の活用や飼養労務の省力化の面からは、今後、子牛の放牧育成が期待されます。

その際、放牧育成子牛の肥育素牛資源としての産肉性の評価が、子牛の放牧育成の推

進に大きく影響します。そこで、第Ⅲ章では隠岐の放牧育成子牛を素牛として、食品

工業副産物を給与して肥育した肉牛の産肉成績等を紹介します。

　Ⅳ章では、里地の畜産的利用の効果を主に営農面から評価します。農家の居住地に

近い里地では、草や天候、繁殖状況に応じて放牧と下牧を繰り返すことが容易です。

また、発情観察や疾病事故などの発見、補助飼料の運搬給与などの放牧管理も比較的

楽にできます。さらに、里地の土壌は肥沃であり無施肥の野草地でも春から秋まで１ha

当たり繁殖牛３頭の放牧飼養可能な土地もあります。こうした点を踏まえ、肉用牛繁

殖経営における里地放牧導入の経済的効果を解説します。あわせて肉用牛繁殖経営に

おける飼料自給率の水準と放牧による変化を紹介します。また、中山間地域における

稲作利用と比較しながら里地の畜産的利用の経済性を解説します。

　Ⅴ章では、里地の放牧利用の普及定着方策を提示します。まず、里地の放牧利用を

進めるうえでの課題を明らかにします。里地では個々の農家の所有地は零細で分散し

ています。また、肉用牛繁殖経営の多くは繁殖牛を周年舎飼しています。さらに、里

地の放牧利用は、技術だけでなく慣習や制度面からも一般の認識は未だ弱い状況です。

そこで、牛の放牧馴致、里地放牧の啓発と放牧用地の集積等の課題を中心に、現場で

の課題克服の取り組みを紹介し、里地の畜産的利用の普及定着のための地域的取り組
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みや制度的支援を提示します。

　本手引きでは里地放牧を中心に解説しますが、表1.1に里地の具体的対象地を、表1.2に

中国中山間地域の里地放牧の特徴を掲げますので参考にしてください。

表1.1　放牧対象地別にみた放牧類型

　山地（やまち）放牧の対象地

　　採草放牧地、林地：人里から離れた入会牧野、公共牧場など

　里地（さとち）放牧の対象地

　　耕作放棄地・荒廃地：水田跡地、桑園・果樹園跡地、たばこ作等畑跡地など

　　保全管理農地：作付けはしていないが草刈りを継続する田、畑、樹園地など

　　農地：転作田（棚田）、樹園地、飼料畑など

　　里山：耕作放棄地や保全管理農地、農地に付随する林野

　注：山地放牧は以前からの採草放牧地や林地を対象地とする放牧、里地は以前は田、 

　　　畑、樹園地など農地として利用されていた土地、或いは現在も農地として利用され 

　　　ている農地、及びそれらに付随する林野など里山を対象地とする放牧を指します。 

　　なお、耕作放棄地、荒廃地、保全管理農地の定義は以下のとおりです。

　耕作放棄地：　過去１年以上作付せず今後も作付する考えのない土地。遊休農地と同義。

　　　　　　　　耕作や管理放棄された田・畑・樹園地など。

　荒廃地：　　　耕作放棄後概ね10年以上経過しクズや雑潅木で覆われた耕作放棄地。

　保全管理農地：作物の作付や果樹の肥培管理は行わないが、草刈を継続し農地機能を

　　　　　　　　維持している田・畑・樹園地。将来、耕作・管理する意思がある。

　　　　　　　　農林業センサスにおける田畑の不作付地と同義。

　農地：　　　　耕作の目的に供される土地。統計上の耕地(農作物の栽培を目的とする 

　　　　　　　　土地)に該当。

図1.3　里地（転作田）での放牧図1.2　山地（入会牧野）での放牧
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図1.5　里地（樹園地）での放牧図1.4　里地（耕作放棄地）での放牧

表1.2　里地放牧の特徴－山地放牧（入会牧野）と比較して（中国中山間地域）－

山地放牧

家屋牛舎から遠い．

里地放牧

家屋・牛舎から比較的近い．立地条件

斜面が多い＝排水は比較的良好． 

人工構造物が少ない．

テラス状（急傾斜法面と平坦圃場）

＝排水不良地や湿地が多い． 

水路など人工構造物あり．

地 　 形

痩せ地． 

ススキ、ノシバ、ササなど．

比較的肥沃． 

メヒシバ、クズ、ススキなど．

土 　 壌  

植 　 生

草地化に時間と労力を要する． 

雑灌木（ﾉｲﾊﾞﾗ、ﾀﾗ､ﾇﾙﾃﾞ､ｻﾝｼｮｳなど）

の抑制に労力を要する． 

比較的容易．但し荒廃化が進んでい

ると放牧後に不植草（ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸや

ﾍﾞﾆﾊﾞﾗﾎﾞﾛｷﾞｸなど）が繁茂する．

ﾜﾙﾅｽﾋﾞやﾁｶﾗｼﾊﾞ、ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼなどの

強害雑草の抑制も必要．

草地化  草

地維持

１頭当たりの放牧面積が広い． 

多頭数･長期間の放牧利用が可能．

発情･疾病などの観察が容易． 

家畜の移動が比較的容易． 

給水･補助飼料給与が容易． 

牧養力が比較的高い（200～600日頭

／ha）．

放牧管理

上の利点

家畜と人の移動や観察が手間． 

発情･事故をみ逃し易い． 

家畜の捕獲に困難を伴いがち． 

牧柵の補修・給水施設確保が手間． 

牧養力が低い（150～200日頭／

放牧面積が狭いため放牧時間・頭数

が制限される． 

裸地化･泥濘化･法面崩壊を招き易い．

農薬や肥料に対する注意が必要． 

果樹への被害防止．

放牧管理

上の欠点

草原空間を舞台にした保健休養機能 

などの活用．

隣接する耕作地のイノシシなどの侵

入防止が図れる． 

下草刈など様々な土地の保全管理の

省力化に活用可能．

放牧の 

 応用

入会権の調整．自然保護団体との調整． 

観光サイドとの調整．

排水改善などの基盤整備･草地化． 

放牧利用の地域的合意形成．

放牧利用 

上の課題

定置放牧．小面積の里地のトラベリング（移動）

放牧．

放牧方法 

の特徴

牧柵など資材費の低減．家畜の放牧馴致（共通）  

（千田雅之）
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Ⅱ　里地の放牧と採草利用



Ⅱ
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（３）育成牛や分娩前後の牛を放牧する場合は補助飼料が必要です

　　ススキ、シバ及びイネ科の野草はいずれも粗蛋白質とリンの含有率が低く、ＴＤ

　Ｎも50％前後でした（表2.4）。栄養を多く必要とする育成牛や分娩前後の牛を放牧

　する場合は補助飼料を与えます。

注: 1)養分含有率は5～10月の平均

　　2)イネ科はススキとシバ以外のイネ科の野草

　　3)飼料中に必要とされる含有率（日本飼養標準肉用牛）

　　　ＴＤＮ（可消化養分総量）は維持期の成雌牛50％前後、育成牛55～73％

　　　粗蛋白質は維持期の成雌牛12.0％、育成牛13.7～16.3％

　　　リンは維持期の成雌牛0.23～0.26％、育成牛0.29～0.38％

　　　カルシウムは維持期の成雌牛0.23～0.25％、育成牛0.64～0.77％

　　　マグネシウムは0.05～0.25%  カリウムは0.65%

注: 1)イネ科野草はススキを除くイネ科の野草

　　2)放牧地は2.9ha（耕作放棄地1.1ha、林地1.8ha） 耕作放棄地で調査

　　3)放牧頭数（頭・日/ha）は２年目234、３年目300、４・5年目243  

　　　３～５年目は周年放牧で、3年目の晩秋以降適宜補助飼料を給与

　　4)ＤＭは乾燥させたときの重さ

表2.3  Ａ放牧地の野草生産量の経年変化（kgDM/10a）

（小山信明）

図2.1 ススキが優占している放牧開始

　　　前の耕放棄地の様子

図2.2 放牧利用４年目（ススキが衰退 

　　　し裸地が目立つ）

合計野草生産量

その他

イネ科野草

ススキ

草　種 利用２年目

193

80

３年目 ４年目 ５年目

156 41 28

176 112 157

60 85 21 57

332 416 174 241

その他

イネ科

シバ

ススキ

草　種

51

48

50

ＴＤＮ 粗蛋白質

6.8

10.0

8.0

10.6

カルシウム

0.20

0.28

0.27

0.87

リン

0.14

0.19

0.18

0.23

マグネシウム

0.14

0.14

0.17

0.24

カリウム

1.42

1.37

1.45

2.00

表2.4 Ａ放牧地及びＢ放牧地における野草の養分含有率（ＤＭ％）
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２）放牧しながら暖地型牧草地を造成

　耕作放棄地で放牧を続けると野草の生産量は減少し、それに伴って牧養力も低下し

ます。そこで、牧養力を高めるために暖地型牧草地を放牧しながら造成する方法を開

発しました。

（１）夏の気温が高い地域では暖地型牧草が適しています

  ①センチピードグラス（図2.3）：土地を選ばず、干ばつに強く、寒さにも比較的強

　　い。ランナーの伸長が旺盛で嗜好性も良い。施肥を行えば生産量が多く（表2.5）、

　　栄養価もススキやシバより高い（表2.6）。

　　　種子が特に高価なので、放牧地の中に小面積造成し、ランナーの伸張が旺盛な

　　生育特性を生かして年月をかけて草地面積を増やすとよい。

  ②バヒアグラス（図2.4）：土地を選ばず、干ばつに強いが、寒さにやや弱い。伸び

　　すぎると嗜好性が低下する。生産量が多く（表2.5）、栄養価もススキやシバより

　　高い（表2.6）。

　　  　　  　   　

　　　　　　　　　草　種 　　　　　生産量 　　　　施肥量(kg/10a/年)

　　　　　　　　　　　　　　　　　(kgDM/10a)　　 （窒素－リン酸―加里） 

　　　　　　センチピードグラス　　　　902 　　　　　　10-10-6.6

　　　　　　バヒアグラス　　　　　　　818 　　　　　　10-10-6.6

　　　　　　注:ＤＭは乾燥させたときの重さ

（２）裸地が多い場所では不耕起造成法

　　放牧地の中の裸地が多い場所（裸地率60％以上）に、耕起を省略して播種し、放

　牧しながら牧草地を造成する方法です（図2.5,6）。この造成法のポイントは、播種

　後禁牧しないことです。

　  播種：５～６月に種子を10a当たり４kg播種します。

　  追肥：播種１年目は、野草との競争を避けるために施肥しない。

　　　　　２年目以降、春と夏に窒素－リン酸－加里を５－５－3.3kg／10a追肥します

図2.3 センチピードグラス 図2.4 バヒアグラス

表2.5  暖地型牧草の生産量（不耕起造成３年目）
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　  放牧：約２頭/haの放牧を行います。播種直後から連続放牧を行うと掃除刈りは必

　　　　要ありません。２～３年で牧草地になります（図2.6）。

表2.6  暖地型牧草の養分含有率（ＤＭ％）

　　　　草　種　　　　ＴＤＮ　　粗蛋白質　　カルシウム　　リン　　マグネシウム　　カリウム

　センチピードグラス　　　51　　　　12.5　　　　0.26　　　　0.24　　　　0.24　　　　　2.45

　バヒアグラス　　　　　50　　　　10.9　　　　0.27　　　　0.31　　　　0.27　　　　　2.11

　注: 1)施肥量は窒素－燐酸―加里：10-10-6.6kg/10a/年

　　　2)養分含有率は6～10月の平均

　　　3)飼料中に必要とされる含有率（日本飼養標準肉用牛）

　　　　ＴＤＮ（可消化養分総量）は維持期の成雌牛50％前後　育成牛55～73％

　　　　粗蛋白質は維持期の成雌牛12.0％、育成牛13.7～16.3％

　　　　リンは維持期の成雌牛0.23～0.26％、育成牛0.29～0.38％

　　　　カルシウムは維持期の成雌牛0.23～0.25％、育成牛0.64～0.77％

　　　　マグネシウムは0.05～0.25%

　　　　カリウムは0.65%

（３）裸地が少ない場所では耕起造成法

　　放牧地の一部を耕起したのち播種・鎮圧して、放牧しながら暖地型牧草地を造成

　する方法です（図2.7～10）。耕起法のポイントは、トラクターの車輪でしかりと鎮

　圧することです。鎮圧が不十分だと、牧草は牛に踏まれて土壌中に埋没し、枯れて

　しまいます。

　　播種：５～６月に種子を10a当たり２kg播種します。

　　追肥：播種１年目は、野草の発生が多いときは競争をさけるために追肥しないが、

　　　　　野草の発生が少ないならば追肥を行ってもよい。

　　　　　２年目以降、春と夏に窒素－リン酸－加里を５－５－3.3kg／10a追肥しま

　　　　　す。

　　放牧：約２頭/haの放牧を行います。播種直後から連続放牧を行うと掃除刈りは必

　　　　　要ありません。２～３年で牧草地になります（図2.10）。

　　注意：降雨後土壌が軟弱になる場所では耕起造成法による草地造成は避ける。

図2.5 裸地が多い場所に暖地型牧草

　　　を不耕起播種する。

図2.6 不耕起播種後、放牧しながら 

　　　暖地型牧草地を造成する。
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図2.7 野草を掃除刈りしたのち

　　　耕起する

図2.8 暖地型牧草の播種

図2.9 トラクターの車輪で十分に

　　　鎮圧する。

図2.10　鎮圧後禁牧せずに連続放牧

　　　　して牧草地を造成する。

（小山信明）
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図2.13　遊休資材を活用した電気牧柵 

間伐材やハンガーを利用した主柱と碍子

図2.14　林間の牧柵設置の簡略化

雑木や竹を支柱にした電気牧柵

図2.15　電気牧柵を利用した牛の移動 図2.16　電気牧柵を利用した牧草の放牧 

利用－樹脂製の軽量な支柱を少しずつ 

移動して採食させる－

図2.17　放牧場内に設けた菜園 

内柵利用と猪侵入防止策との併用

図2.18　電気牧柵を利用した果樹の下草刈
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図2.19　甘夏みかん園での越冬放牧 

真冬でも樹園地の下草は青い　　　　　　　　　

図2.20　低樹高の梅園での放牧 

腰を曲げての下草刈りは重労働だった

図2.21　春のかき園の下草の繁茂 図2.22　放牧している春の園の様子

図2.23　柿の葉を盗食する放牧牛 図2.24　電牧線で保護した栗の樹

前年、葉を食べられ枝を折られたため、　

牛の目線より高い位置に電牧線を張った。

（千田雅之・小山信明）
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図2.25　市販のコンテナを利用した 

　　　　簡易飲水器

図2.26　止水弁保護用のステンレス版 

　　　　を取り外したところ

図2.27　タンクと飲水器を利用した給水

（小山信明・千田雅之）

５）水が溢れない簡易飲水器

  水の得られない放牧地では給水方法を考えなければなりません。ここでは市販のコン

テナ資材を使った飲水器を紹介します。

　この飲水器は水があふれ出て周囲が泥濘化しないように止水弁（フロート）を付け

ています。また、牛がフロートを壊さないようにフロートの上をステンレス版で覆っ

ています（図2.25,26）。資材費は約9,000円です（表2.10）。

　水道が得られる場合はホースをこの飲水器につないで利用し、水道から遠い場合は

給水タンクを利用します（図2.27）。給水タンクはバルブも含めて15,000円ほどで市

販されています。熱と光によるタンク内の水質の悪化を防ぐには、光を遮る黒の塗料

をタンクに塗り、その上から光を反射する銀色系の塗料を塗ればタンク内の温度上昇

を抑えられ水質の保全ができます。

　　　　資　　　材 

コンテナ（５０Ｌ） 

ボールタップ（止水弁） 

エルボ（つなぎ） 

パイプニップル（留めねじ） 

ステンレス版（厚さ１mm） 

スチールアングル（90cm） 

六角ボルト（25mm、24ヶ） 

　　　　合　　　計

注：工作機材として、ホールカッター、

　電気ドリル、ステンレス版の加工、

　アングル切断機材が必要．

購入額（円） 

2,680 

2,430 

150 

165 

2,110 

850 

400 

8,785

表2.10　簡易飲水器の製作に必要な資材
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図2.28 トラクターの牽引で放牧地 

　　　内でも移動可能。

図2.29 天井と側壁が開き、ロール 

　　　ベールが入れやすい。

図2.30 採食面が６つあるため、一度 

　　　　に多くの牛が採食可能。

図2.31 屋根や壁があるため雨、雪による 

　　　品質劣化の影響が小さい。

６）補助飼料給与施設

　養分要求量が高い子牛や育成牛、妊娠末期牛、授乳牛などを放牧飼養するとき、補

助飼料の給与を省力的に行える施設について紹介します。

（１）可動式ロールベール給餌草架

　九州沖縄農業研究センターにて開発された、可動式ロールベール乾草給餌草架を参

考に、残食量が少なく、牛舎から離れた放牧地でも容易に利用でき、放牧地内でも移

動することが可能な可動式草架を作製しました。

　残食率は、可動式草架を利用せずにロールベールを給与したときの22％とくらべて、

架動式草架では４％と少ないです（表2.11）。

表2.11　可動式草架と草架なしの比較

調査個数

ロールベールの重さ（㎏）

食べ残し量（㎏）

残食率（％） 

注：平均値±標準偏差

可動式草架 

5 

459±86 

17±14 

4±4

草架なし 

9 

487±82 

107±44 

22±9
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図2.32 頭数は25頭、給与量は 

　　　19.9kgまで利用可能。　　　　　　　　

図2.33 放牧牛に取付けた首輪で 

　　　個体を識別します。

図2.34 自動給餌機の側面。 図2.35 冬季の使用の様子。

図2.36 放牧地に設置した連動スタ 

　　　ンチョン。捕獲も容易。

図2.37 山口県畜産試験場で開発された、 

　　　移動が可能な連動スタンチョン。

（谷本保幸）

（２）コンピュータ制御の自動給餌機

　放牧牛を個体識別し、設定した量の濃厚飼料を自動的に給与できるのが市販のコン

ピュータ制御の自動給餌機です。

（３）連動スタンチョン

　放牧牛を集団で飼育する場合、採食中の闘争を防止し、飼料を個別に採食させるこ

とができ、捕獲も容易なのが連動スタンチョン（市販）です。
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図2.38　牛舎に帰りたがっている牛 

初めて放牧に出された牛は牛舎に近い 

放牧地を逡巡し、脱柵や放牧地の泥濘 

化を引き起こしかねない．

図2.39  放牧牛とのスキンシップ 

座って反芻することが放牧馴れの一つの 

目安です．

図2.40　子牛の繋留馴致の様子 図2.41　親子放牧による子牛の放牧馴致

（千田雅之）

　初めて放牧に着手する農家では、他農家から放牧経験牛を預かり、一緒に放牧して

採草行動等の馴致を促すことも有効な方法です（Ⅴ章２節参照）。

（３）子牛段階からの放牧馴致

　ａ　分娩後、親牛から初乳を飲み親子とも落ち着いたら、できるだけ早いうちに　

　　　飼い主は子牛とのスキンシップを図ります。

　ｂ　生後３日目ぐらいから晴天の日には戸外に親牛とともに繋留し、戸外環境や綱

　　　に慣れさせ、親子の距離を置くことを経験させます（図2.40）。

　ｃ　生後７日目頃から運動場に親子で放し、電気牧柵等に慣らせます。

　ｄ　離乳（生後２～３か月齢）頃まで晴天の日中、親と共に放牧します（図2.41）。

  ただし、季節や天候に注意し、夜間の雨や秋雨時の放牧は避けるようにします。
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図2.43 放牧牛によって崩され裸 

　　　 地化した法面　

図2.44 法面の上縁に牧柵を設置 

　　　すると、外の野草を採食 

　　　するときに法面を崩す。

図2.45 法面の縦方向に牧柵を設置 

　　　 すると、牧柵に沿って降り 

　　　 るとき法面を崩す。

図2.46 牧柵は法面の上縁から１ 

　　　 ｍ程度離し、牛が歩ける 

　　　 平らな場所を確保して 

　　　 設置する。

図2.47 飲用水が流れ出るタイプ 

　　　の飲水器を使うと泥濘化 

　　　が起こる。

図2.48泥濘化を防ぐためには止 

　　　水弁付き飲水器を使う。

（小山信明）
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２）法面の保護と牛道

　棚田放牧地の法面では、利用の経年化に伴って牛道（図2.49）が発生します。牛道

は、放牧牛が急傾斜地を安定的に利用するためには必要ですが、一方では、それが斜

面の崩壊を誘発するとの指摘もあります。したがって、法面の保護と放牧利用とを両

立させるためには、法面上に崩れにくい安定した牛道を形成させる必要があります。

（１）法面の高さと牛道の発生本数

　これまでの調査から、牛道は法面高が牛の背高（約120cm）を超えると発生し、そ

の数は法面高に応じて次式のように増加することがわかりました（図2.50）

牛道の発生本数 ≒ 法面高(cm) ÷120－1

但し、小数点以下は切り上げ

図2.50 法面における牛道の形成位置

図2.49 形成過程にある牛道
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（２）安定した牛道をつくるポイント

　① 放牧の導入初期における放牧頭数に注意する：　放牧を導入した初期は、スス

　　 キなどが繁茂し、草量が豊富にみえることから、つい放牧頭数を多くしがちで

　　 す。しかし、放牧頭数が多すぎると、牛の踏圧を支えきれなくなった法面は、

　　 牛道が形成される前に崩壊してしまいます。そこで、放牧導入初期は、牛道の

　　 発生状況や安定性を見極めつつ、放牧頭数を適宜調整する必要があります。

　② 法面上の不要な灌木類を除去する：　 放牧牛は、傾斜地を等高線に沿って歩く

　　 習性があります（図2.51a）。しかし、進行方向に灌木などの障害物がある場合

　　 は、それを避けるために斜面を登降し、法面を崩してしまいます（図2.51b，図

　　 2.52）。そのため、法面上に残す灌木類は必要最小限にすることが大切です。

　③ 秋季以降の放牧には注意する：　秋季以降は、法面を保護している植物の大半

　　 が枯死または休眠期に入ります。そのため、植生による保護効果は極端に低下

　　 し、法面は崩壊しやすくなります。そこで、秋季以降は放牧を極端に制限する  

　　　か、場合によっては中止する必要があります。

　④ シバ型のイネ科草種を効果的に導入する：　牛道のできやすい場所に、後述す

　　 るシバ型のイネ科草種（ノシバ・センチピードグラス）を移植することで、法

　　 面の補強を効果的に行うことができます。実際に棚田放牧を行っている農家の

　　 事例では、牛道のできやすい高さに人工的な段差（人工牛道）を付け、そこに

　　　ノシバを移植することで非常に効果を上げています（図2.53～54）。

図2.52 法面上にある灌木が原因で

       崩壊した法面

図2.51 障害物の有無と牛道の 

       発達様式（模式図）

図2.53 人工牛道の敷設 図2.54 完成した人工牛道

牛道

牛道

障害物

：崩壊
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（３）牛道が崩れた時の対処法

　牛道が崩壊した場合は、その部分に間伐材等を充て、必要に応じて張りシバ等を行

うと、崩壊面の拡大を防ぐことができます（図2.55）。

図2.55 生牛糞を用いた張りシバによる牛道の修復

（井出保行）

修復作業

牛道の修復

張りシバ

牛道の形成

牛道

牛道の崩壊

間伐材等を利用した土止め
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３）法面を保全するシバ型草種の導入

　ススキ型の植生で維持されている法面は、図2.56に示すように、慣行的な管理下（刈

り取り、火入れ）ではススキ型の植生が維持されますが、管理が中止され、放置され

ると灌木類が繁茂します。一方、牛を放牧すると、その植生は「裸地」、もしくは「シ

バ型の植生」に移行しますが、変化の方向性は既存植生内にシバ型草種が有るか無い

かによって決まります。一般的には、ススキ型の植生内にシバ型草種は希なため、以

下に示す草種を計画的に導入する必要があります。

（１）適草種はノシバとセンチピードグラス

　放牧下にある法面では、以下の性質を具備したシバ型の草種が適しています。これ

らの条件を満たす草種として、ノシバ（図2.57： .）およびセンチ

ピードグラス（図2.58： .）が有望です。

　① 放牧牛の被食や蹄圧に対して耐性がある

　② 低土壌養分に対して耐性がある

　③ 土壌の保持力が大きい

　④ 耕作中の他の水田に侵入し、雑草化しない

　⑤ 種子もしくは苗の入手が容易である

図2.57 ノシバ：草姿（左）、ほふく茎（右）

図2.56 法面の管理法と植生の変化（模式図）
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図2.58 センチピードグラス：草姿（左）、ほふく茎（右）

（２）ポット苗を利用したノシバとセンチピードグラスの導入法

　放牧によって、法面のススキがある程度衰退し、地表面まで光が届くと、各草種の

導入適期になります。ここでは、既存草との光競合を考慮した確実な導入法として、

直径９cmのポット苗による方法を紹介します。

　① 苗の作成：　ノシバの作苗方法を図2.59に示しました。市販の張りシバ用ノシ

　　　バ苗（１枚：30㎝×37㎝）を24～30片に細断し、用土を軽く充填した直径９㎝

　　　のポットに置床して、鎮圧します。用土は山土単用でも可ですが、それにピー

　　　トモスを等量加えると良好な結果が得られます。センチピードグラスの作苗は、

　　　ノシバと同様の用土を使い、播種による方法で行います。播種量は１ポット当

　　 たり約35粒で、それを用土を軽く充填したポットに播種し、鎮圧します。

図2.59 ノシバ・ポット苗の作成手順

① 市販のノシバ苗を24～30個
　 に分割する

③ 分割した苗を用土の上に置き，指で鎮圧する

④ 冠水は，植え付け直後はやや多めにし，それ
　 以降は表土が乾いた時に行う

② 直径 9cm ポットに用土を
　 軽く充填する

用土

鎮圧
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　② 育苗方法：　苗を植え付けたポットは露天で管理します（図2.60）。灌水につい

　　 ては、植え付け直後はやや多めとし、発根後は表土が乾いたら行います。各草

　　 種とも、５月の上旬に育苗を開始すれば、７月上旬には定植可能な苗が作成で

　　 きます（図2.61）。定植時には、放牧牛の被食を回避するため、それらの苗を高

　　 さ３cm程度に刈り揃えると良いでしょう。

　③ 定植作業：　ポット苗の定植作業（図2.62～63）は、市販のホーラー（直径9cm）

　　 を用いて行いますが、定植数が多い場合はエンジン式の穴掘り機を利用すると　

　　効率的です（図2.64）。その場合は、直径６cmのドリルを用いると苗が抜けにく

　　 くなります。定植の際には１穴当たり0.5g程度の化成肥料を施用すると、定着

　　 後の生育が良好になります。定植後は、特に禁牧処理を行わず、そのまま放牧　

　　を続けます。

図2.60 ポット苗の育苗風景 図2.61 定植直前のポット苗

・ノシバ（左）、センチピードグラス（右） 

・定植時には高さ３cmに刈り揃える

・根切りシートの上に設置

図2.62 穴あけ作業 図2.63 定植されたノシバ苗
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図2.64 植え込みの道具

　左：既耕地用ホーラー

　中：未耕地用ホーラー

　右：エンジン式穴掘り機

　④　留意事項：　ポット苗は多少の干ばつには耐えられますが、なるべく降雨が見

　　　込まれる時期に定植する必要があります。張りシバ用の苗でも、一般に「高麗

　　　芝（コウライシバ）」と呼ばれる種は放牧に適しません。苗を購入する際には注

　　　意が必要です。

（井出保行）
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図2.66 崩壊した法面

・法面の上縁に設置された牧柵が原因で崩壊 

・修復作業に先立ち、崩壊の原因である牧柵 

　は撤去

図2.67 修復作業（その１）

・ノシバ苗の裏面に生牛糞の混合物を塗布

図2.68 修復作業（その２）

・生牛糞の混合物を塗布した苗を法面に圧着 

・作業終了後には修復地点を簡易電気牧柵で 

　囲い養生する

図2.69 修復が完了した法面

・修復作業から約半年間で放牧利用が可能

（２）必要な資材など

　分割したノシバ苗（15cm×18cm）を１枚張り付けるためには、生牛糞350g、乾

燥土壌50g、水150gが必要です。混合時に１ccの木酢液（市販品）を添加すると、

牛糞の臭気が軽減されます。生牛糞の混合物は、生コン程度の固さが理想です。それ

に合わせて水の量を調整して下さい。

　

（３）留意事項

　作業後に無降雨の状態が２週間以上続くと苗は著しく痛むので、作業の時期には注

意する必要があります。張りシバ用の苗でも、一般に「高麗芝（コウライシバ）」と

呼ばれる種は放牧に適しません。苗を購入する際には注意が必要です。

（井出保行）
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３　採草利用技術　

－イタリアンライグラス＋ヒエの連続栽培－

　

　牧草や飼料作物を毎年播種するのはたいへんです。とくに，冬作飼料作物（冬作）を

収穫した後に夏作飼料作物（夏作）を播種する４月下旬～５月は田植えの時期に当たり，

労力が競合して夏作を播種できないこともあります。このような場合，播かなくても利

用できる野草を利用すると省力的な飼料作物栽培ができます。雑草といわれる野生のヒ

エは家畜のすぐれたエサになる「野草」でもあります。そこで，イタリアンライグラス

と野生のヒエのひとつであるイヌビエを組み合わせた採草技術を開発しました。イタリ

アンライグラスとイヌビエを組み合わせると，乾物で年間1400㎏/10aの乾草が収穫で

きます。

（１）イヌビエは「播かずに生える」すぐれたエサ

　秋に冬作のイタリアンライグラスを播くときに夏作として利用するイヌビエを一

緒に播きます。イヌビエの播種量は１～３㎏/10aです。翌年のイタリアンライグラ

ス収穫後にイヌビエは出芽し，立派な飼料になります（図2.73）。イヌビエの種子を

圃場に落下させると，それは次の年に出芽して生長します。つまり，イヌビエは１回

播種すれば，もう播種しなくても，毎年，夏作として収穫できます。

　　　

（２）イタリアンライグラスは早生品種を利用

　イタリアンライグラスは早生品種を導入し２回収穫し，イヌビエも２回収穫します。

イタリアンライグラスの中生～晩生品種を利用すると，イヌビエの一番草収量が減少

し，年間の収量も減少します（図2.70および図2.71）。

（３）イヌビエ収穫のポイント

　一番草は８月上旬の出穂前に一番草を刈り取ります。これは，出穂・結実したイヌ

ビエにカメムシ等の害虫が飛来し，周辺の水田に被害を与えるのを防ぐためです。二

番草は結実後の９月に収穫します。穂に触れたとき種子の一部がこぼれるような時期

が最適です。つまり，翌年に収穫するイヌビエの種子は二番草収穫時に圃場に落下さ

せます（図2.70）。イヌビエは低く刈りすぎると再生が悪いので一番草は５cm以上

の高さで刈ります。

（４）肥料のやり方　　　

　肥料はイタリアンライグラス播種時の基肥として，窒素，リン酸，カリを，それぞ

れ，10㎏/10aずつ施肥します。また，イタリアンライグラス二番草収穫時（６月初

め）とイヌビエ一番草の収穫時（８月上旬）に追肥として，窒素，リン酸，カリを，

それぞれ，10㎏/10aずつ施肥します。イタリアンライグラス一番草収穫時（５月初

め）に窒素５㎏/10a追肥すると収量はさらに増加します（図2.72）。
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図2.73 イタリアンライグラス跡に 

　　　　旺盛に生育するイヌビエ

図2.74 小型ロータリーモアで刈り取り 図2.75 自走式ロールベーラで収穫・調製
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４　超音波診断装置を利用した産肉形質の推定

　肥育牛を傷つけることなく、生体のまま、脂肪交雑（BMS№）、ロース芯面積、皮

下脂肪厚などの産肉形質を推定し、肥育期間中における産肉状況を捉えることは、肥

育における経済性や飼養管理技術の改善に有効です。そこで超音波診断装置を利用し

た産肉形質の推定について説明します。

１）生体での測定部位と測定方法

　超音波診断装置にはスーパアイミート（富士平工業株式会社）を用い、測定部位は

肥育牛が屠殺後枝肉評価される牛体左側の第６-７胸椎間に相当する肩甲骨尻側端のや

や後ろを測定します（図3.4）。

　超音波肉質診断を行う場合、肥育牛が動かないように頭絡をしっかりと支柱等に緩

みのないように縛り、牛の体が真っ直ぐになるようにします。次に、プローブ（探触

子）を牛体と十分に密着させるために、ほこり等を落としきれいにした測定部位に食

用油を塗布します。その後プローブを牛体に対して垂直に当て測定部位に沿って動か

し測定します。

　測定項目は脂肪交雑、ロース芯面積、皮下脂肪厚およびバラ厚の４項目です。また、

体重を測定することによって推定枝肉重量を算出することができ、歩留の指標となる

歩留基準値の推定も可能です。

２）脂肪交雑の判定方法

　産肉形質で最も重要視される脂肪交雑は、枝肉評価部位に相当する部位の面積や厚

さを超音波画像で確認するロース芯面積、皮下脂肪厚やバラ厚の測定と異なり、超音

波の特性を利用して測定者の主観によって判定します。

　超音波はロース芯内に見られるような粒子状の脂肪によって乱反射し、生体内で減

衰します。鮮明な画像を得るという点からは問題ですが、ロース芯内に粒子状の脂肪

が多ければ鮮明な画像を得ることが難しく、逆に少なければ鮮明な画像を得ることが
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可能となります。この特性を利用して脂肪交雑の判定を行います。

 脂肪交雑が高レベルの場合、ロース芯と周囲の筋肉との区別がつきにくく、ロース芯

の輪郭が不鮮明です。また、バラ測定部位においても肋骨がぼやけて見えます（図3.5）。

一方、低レベルの場合、ロース芯と周囲の筋肉とを区別することができ、バラ測定部

位の肋骨もはっきり見えます（図3.6）。

３）測定結果の信頼度

　超音波診断装置を利用して107頭の肥育牛を屠殺前の生体時に産肉形質を推定した

ものと屠殺後の枝肉格付（実測値）との関係を示したのが表3.12です。推定したすべ

ての形質で正の相関が認められ、超音波診断装置を利用した産肉形質の推定が有効な

のが分かります。

（谷本保幸）

図3.5　高脂肪交雑牛（BMS№10）の超音波画像

図3.6　低脂肪交雑牛（BMS№ 2）の超音波画像
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Ⅳ　里地の畜産的利用の効果

　中国中山間地域における里地放牧の主な担い手は、現在のところ肉用牛繁殖農家（以

下、肉用牛経営と称する）です。そこでこの章では、まず中山間地域を多く抱える島

根県及び大田市の肉用牛経営の動向と特徴を放牧実施の有無を含め概観します。また、

代表的な２つの経営を取り上げ、肉用牛経営と里地放牧の実態を明らかにします。

  つぎに、里地放牧が肉用牛経営に及ぼす効果を中心に解説します。里地放牧の導入に

よる、①肉用牛経営の省力化、②飼養経費の低減、③所得や収益性の改善、について

農家での実証結果及び実態調査を踏まえた営農モデルをもとに解説します。あわせて、

④肉用牛経営における飼料自給率の水準と放牧による変化、⑤里地の放牧利用の経済

性について具体的に明らかにします。



Ⅳ
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めています。放牧実施率を見ると 60 ～ 69 歳の階層で最も高くなっています（図4.2）。

このように、飼養規模の小さい農家が多いこと、担い手の年齢が 60 歳を超える農家

が多いことが中山間地域の肉用牛経営の特徴です。

（千田雅之）

飼養農家（戸） 放牧農家率（％）

肉用牛飼養（戸数） 放牧農家率（％）

周年舎飼い
放牧飼養
放牧農家率

周年舎飼い
放牧飼養
放牧農家率

繁殖雌牛飼養頭数
図4.1　飼養規模別に見た肉用牛飼養と放牧状況 

（大田市）

１頭 ２頭 ３～４頭 ５～９頭 10頭以上

肉牛飼養の担い手年齢
図4.2　担い手の年齢別に見た肉用牛飼養と放牧状況 

（大田市）

59歳以下 70歳以上60～69歳
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月

図4.3　放牧導入前後の農作業時間の変化（Ａ牧場）

１日平均作業（時間） 家畜飼養（周年舎飼）

家畜飼養（季節放牧）

稲作作業
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１　里地放牧の動向と推進上の課題

　調査研究フィールドの島根県大田市では里地（里山を含む）の放牧利用が増加し、

肉用牛農家の約40％が放牧に着手しています（図5.1）。しかし、中山間地域全体で

は放牧を行う肉用牛農家は少なく、隠岐を除く島根県では約５％です。また、大田市

の耕作放棄地と田、畑の不作付地をあわせた面積は約450haですが（2000年農林業

センサス）、放牧利用されている面積（図5.1の耕作放棄地と農地の合計）はその約

11％にすぎません。そこで、農家が放牧を進める上で苦労した点を調査し放牧推進

のための問題点を明らかにします。

　図5.2は放牧開始時及び放牧を続ける中での課題を、図5.3は各課題の関連とその 

根本的要因を示したものです。

　①家畜の放牧馴致と放牧牛の確保

　　中山間地域では繁殖牛１～２頭の小規模飼養や周年舎飼い形態の肉用牛飼養が多

　　いため、牛自体の放牧馴致や放牧熟練牛の確保が必要です。

　②放牧用地の確保と草地管理問題

　　個々の農家の保有する放牧可能な土地面積が狭く分散しているなかで、限られた

　　放牧場所に長期間の放牧を行う農家が多く見られます。また、草生や天候に応じ

　　た適切な放牧管理が行われていません。このため、放牧地の裸地化や泥濘化、不

　　食草の繁茂を招いています。

　③放牧施設・放牧技術に関する資金・情報の不足

　　小規模飼養農家では放牧施設の導入や放牧に必要な複数の放牧牛の確保が困難で

　　す。他方、飼養頭数の多い農家では飼養管理や粗飼料確保に追われ、新たな試み

　　に取り組む余裕がなく放牧に踏み切れない状況が見られます。

　　こうした中山間地域一般に共通する事情が里地放牧普及のネックとなっています。

～1977 78～82 83～87 88～92 93～97 98～02
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図5.1　島根県大田市の放牧の推移
注：現在も和牛飼養を継続する農家に限る。
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（放牧開始時の問題）
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水飲み場の確保

牧柵資材の調達・設置

（放牧継続上の問題）

放牧地の草地化

不食草の掃除刈り

放牧地の泥濘化等

家畜の脱柵

牧柵の維持

冬季飼料の確保
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家畜観察の移動

繁殖率低下
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回答割合（％）

図5.2　里地放牧で苦労していること
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２　里地放牧推進プロジェクトの提案

　前節で放牧推進の課題として、家畜の放牧馴致と放牧熟練牛の確保、放牧用地の確

保と適切な草地管理、放牧施設・放牧技術情報の普及を摘出しました。

　こうした課題に対して、大田地方では農家間の放牧牛の貸借による放牧馴致の促進、

集落営農と連携した放牧、むらごと放牧、果樹団地と連携した放牧、移動放牧による

草地の維持管理、放牧実践農家間の交流活動を通した放牧技術情報の普及等により、

畜産農家への放牧の普及や里地の放牧利用がはかられています（図5.4）。

　こうした取り組み等を踏まえ放牧を広く普及する方策として、里地放牧の普及・発

展プロジェクトを提示します（図5.5）。このプロジェクトの狙いは、①放牧未実施

の畜産農家への放牧普及と放牧実施農家の放牧用地の拡大、②営農集団、果樹団地に

おける里地放牧の促進、③放牧を機軸にした中山間地域営農の発展を目的としていま

す。 

　つぎに、現場の取り組みを踏まえ放牧推進プロジェクトの具体的内容を紹介します。

１）放牧熟練牛の地域への派遣事業－放牧バンク－  
　ａ 放牧熟練牛の登録・域内保留、新規放牧開始農家への売買・貸借の斡旋 
　ｂ 放牧牛の運搬支援 
　ｃ 放牧牛の衛生検査態勢 
２）里地の放牧利用の集団的推進 
 (1)営農現場に見られる集団的放牧の取り組み 
  ａ 集落営農と連携した出前・トラベリング放牧 
  ｂ むらごと放牧－小山地区放牧の会（あまなつ牧場）－  
　ｃ サラリーマンによる放牧とクリ園の再興（マロン牧場） 
 (2)集落や営農集団への放牧の促進 
  ａ 営農集団、果樹団地等に対する放牧の啓発 
　ｂ 耕作管理を放棄した地権者へのペナルティー 
　ｃ 直接支払制度の見直し「多面的機能増進活動への直接助成」 
３）放牧施設・放牧技術の普及支援 
　ａ 放牧アドバイザー農家の登録と派遣 
　ｂ 多頭飼養農家に対する放牧の普及 
　ｃ 放牧実践農家間の交流活動の支援 
　ｄ 放牧施設導入・更新の支援「パーツ資材、少額助成、資材レンタル」 
　ｅ 放牧コンテストの実施「施設工夫・放牧景観・耕作放棄地解消など」

図5.5　里地放牧を推進する地域的取り組み・制度

１）放牧熟練牛の貸借（レンタルカウ）、放牧熟練牛の共同購入による放牧馴致
２）放牧用地の確保と草地の維持管理 
　(1)集落営農と連携した放牧（集落協定対象農地への放牧牛の草刈り派遣） 
　(2)集落の農林地資源と居住環境の保全を目的としたむらごと放牧 
　(3)果樹団地と連携した樹園地放牧（マロン牧場） 
　(4)移動放牧による放牧草地の維持管理 
３）放牧に関する研修会・農家間の交流活動による放牧技術情報の交換 
４）里地への放牧利用を促す助成（放牧地確保推進事業等）

図5.4　里地放牧の課題解決・放牧普及事例
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　小山地区放牧の会は、「わが里は美しく」という意志のもとで、これまでに耕作放

棄地や果樹園（甘夏みかん、かき、うめ）など約12ha（５牧区、地権者 16名 ）に

放牧地を拡げ、６～ 12 頭の繁殖牛（季節により変動）と数頭の山羊の放牧を行い、

荒廃地の解消やイノシシの活動の牽制、樹園地管理の省力化などを図りながら、地域

資源の維持活用と美しい景観づくりに関わる活動を展開しています（図5.8～13）。

図5.8　小山地区放牧の会の面々 図5.9　越冬放牧の様子

荒廃地や竹藪の解消、野生獣の活動牽制を兼ねて周年放牧を実施（図5.9）

図5.10　耕作放棄地を開拓する放牧牛

図5.12,13　里地の放牧利用による公益性の向上－集落の放牧地が園児の散歩コースに－ 

図5.11　放牧による野生獣の活動牽制

右側の放牧地外の保全管理農地はイノシシが全面掘り起こしているのに対して、

左側の放牧地内には掘り起こした跡が見られない（図5.11）
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　ｃ　サラリーマンによる放牧とクリ園の再興（マロン牧場）

  島根県六日市町では、農家以外の住民が放牧飼養を主体として家畜を新たに飼い始

め、荒廃寸前のクリ園の再興を図っています。

　マロン牧場は、クリ園の草刈り作業の軽減とサル等の野生動物の被害防止をはかる

ために、平成13年から放牧に着手しています。現在、約20haのクリ園（地権者６名）

と町中の放任園 50a に 12 頭の繁殖牛の季節放牧を行っています。12頭の家畜の所

有者はサラリーマン12名で、「春季～秋季＝クリ園放牧、冬季＝既存の畜産農家に

管理預託」という飼養方式を採っています。家畜を所有するサラリーマンは、牛舎を

持つことなく、粗飼料生産もすることなく、放牧期間中の輪番による観察だけで子牛

生産を行っています（図5.14）。

　クリ栽培農家は下草刈り作業が大幅に削減され、イノシシやサル、クマによる被害

が減少したため、再び施肥や剪定を行い始めるなど生産意欲を回復しています（図5.15

～16）。

図5.15　放牧開始直後の荒廃したクリ園 図5.16　放牧後数か月した同園

（千田雅之）



－70－



－71－

その活動とは、農用地と一体となった周辺林地の管理など国土保全機能を高める取り

組み、景観作物の栽培など保健休養機能を高める取り組み、魚類・昆虫類の保護や粗

放的畜産、環境の保全に資する活動など自然生態系の保全に資する取り組みなどです。

　その点、集落や耕作地に隣接する耕作放棄地等の放牧は、野生動物の活動の抑制と

営農や生活環境の保全、保健休養機能の向上、集落の連帯感の醸成などにおおいに寄

与しています。

　図5.15は放牧によりもたらされた効果を大田地方の農家に尋ねた結果です。家畜飼

養の省力化など畜産面の効果と並び、「今まで行っていた草刈りが楽になった」77％、

「イノシシ等が畑や田に入らなくなり安心して農作物を作ることが出来るようになっ

た」57％、「荒れ地が解消され草地が広がり景観が良くなった」79％、「地元の人々

が関心を持って放牧地や牛を見てくれ励みになった」45％、「幼稚園や小学校等の子

供が放牧地に来て励みになった」 28 ％など、営農面や生活社会面における効果にも

非常に高い回答が寄せられています。

　ところが、現行の直接支 

払制度は、このような多面 

的機能を増進している里地 

放牧の推進に十分機能する 

仕組みにはなっていませ 

ん。交付金は多面的機能を 

もたらす放牧などの活動そ 

のものに対してではなく、 

立地条件や地目に応じた農 

用地を対象に算定されるか 

らです（後掲表5.1）。

　たとえば、樹園地を中心 

に放牧を行う前述の小山集 

落やマロン牧場では、対象 

地が畑または放牧地であり 

交付金の傾斜度要件が非常に厳しくかつ単価が低いため助成を受けていません。小山

集落は耕作放棄地や保全管理田にも放牧を行っていますが、耕作放棄地は助成対象と

ならず、保全管理田の面積は １ haに満たないため助成を受けることができません。

耕作放棄地や低利用の樹園地での放牧は営農や生活環境の保全に寄与し、保健休養機

能などをもたらしているにもかかわらず、地目や傾斜要件などから助成を受けること

ができないのです。今後は、多面的機能の増進に寄与する放牧という行為そのものに

対して助成するなど、直接支払制度の助成金の交付基準等の見直しが望まれます。                      

（千田雅之）

（畜産経営面）

牛舎作業の軽減

粗飼料調達の軽減

濃厚飼料の節減

繁殖性の向上

疾病減少

飼養頭数の増加

（農地管理面）

草刈り作業の軽減

イノシシ被害の減少

果物が良くできた

（生活社会面）

景観の改善

地元からの関心

園児・児童の来場

回答割合（％）

図5.17　放牧を行って良かったこと
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注：1）大田地区の肉用牛飼養農家の調査結果
2）2002年2月～5月実施。回答農家47戸
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